
1. ようこそ
この度は一酸化炭素警報器をご購入頂き誠にありがとうござ
います。

上記マークは本製品が別荘、移動式住居、ボートなどを含む、ご
家庭での使用に適していることを表しています。

このマニュアルには警報器の設置、また使用に関する重要な情
報が記載されています。本マニュアルをよくお読みになり、必要
時に参照できるよう、安全な場所に保管してください。

Honeywell社は３種類の電池式一酸化炭素警報器を提供してい
ます。それぞれ異なる外観と製品寿命となります。

ベーシックモデル XC70 は装置の状態を視覚的に表す表示灯が装
備されています。製品寿命並びに保証期間は7年です。

XC100、XC100Dの両製品は装置本体のケースに大きな警報メッセ
ージを表示します。製品寿命並びに保証期間は10年です。

XC100D には一酸化炭素濃度の上昇や、一酸化炭素濃度の最高値
の情報を表示するLCDスクリーンも装備されいます。

また、すべてのタイプが警報音を出し、テスト/停止ボタンが搭載さ
れています。Honeywell X-シリーズ警報器は、ワイヤレスで連携
するプラグイン・モジュールもオプションでご用意しています。この
オプションを使用すると、1つのXシリーズCO警報器、または火災
報知器が異常を検知した場合、全ての連携している装置が警報音
を発します。これは、特に敷地面積の広い住宅や、積層住宅での使
用に役立ちます。このワイヤレス・モジュールに関する情報の一部
は、本マニュアルにも記載されています。

2. 製品概要 3. 一酸化炭素（CO）について

操作、設置方法マニュアル        

Xシリーズ電池式CO警報器
XC70
XC100
XC100D

警報
一酸化炭素警報器を換気装置や排気装置などを含む、燃料燃
焼機器の設置、使用、整備の代用として使用しないでください。

本一酸化炭素警報器は、人体を一酸化炭素中毒から守る目的
で設計されています。お客様の健康状態に問題ある場合、完全
に保護することはできません。健康状態に問題がある場合は、
医師に相談してください。

低レベル （>10 ppm） の一酸化炭素に長時間さらされた場
合、慢性的な影響が出る場合があります。すぐに医師に相談し
てください。

4. CO警報器操作方法-続き

4. CO警報器操作方法

通常使用時
警報器の正常動作を示すため、緑の電源ライトが毎分１回点滅し
ます。XC100Dのスクリーンには何も表示されません。

警報発生時
危険なCO濃度を検知した場合、赤い警報ライトとメッセージが点
滅し継続的に警報音を発します

XC100Dはその瞬間のCO濃度とドクロマークを表示します

装置が警報モードで、COが平均値に戻った場合、装置は警報記憶
モードになります。テスト/停止ボタンを押して通常モードに戻して
ください。

装置が警報モードになった場合、落ち着いて順番どおり次の対
応をとってください。

• 換気性を上げるため、全てのドアや窓を開ける

• 燃料燃焼器具の使用を全て中止しできる限り電源を切る

• 警報が鳴り止まない場合は速やかに避難する。ドアや窓は開
けたままにし、警報が止まった場合のみ建物内に入る

• 頭痛、吐き気等、一酸化炭素中毒症状がある者はすぐ医師の
診断を受け、一酸化炭素中毒の疑いがある旨を伝える

• 一酸化炭素発生の原因を調査、修理するため、ガス会社やそ
の他燃料供給会社の緊急連絡先に電話をする

• 燃料燃焼器具は法律で定められた資格を持つ者が再点検
し、問題なしと判断するまで使用しない

注意：燃料燃焼器具以外にもタバコの煙や都市ガス、余燼など
が一酸化炭素を発生させた可能性もあります。
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一酸化炭素警報器は、下記のように、一定の時間内に定められた
濃度以上の一酸化炭素を検知した場合、警報を鳴らします。

50 ppm: 60～90分間で警報

100 ppm: 10～40分間で警報

300 ppm: 3分以内に警報

本CO警報器は、濃度や充満時間によって警報を鳴らすため、ヨ
ーロッパ基準を満たすように設定されています。これにより、CO
濃度が一定時間で危険値を超過し、直ちに対応が必要な場合、警
報を鳴らすことができ、また一時的な低レベルのCO濃度（タバコ
の煙など）に過剰反応することを防ぎます。
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4. CO警報器操作方法-続き

装置が警報モードの場合、テスト/停止ボタンを押すと警報が5分
間停止します。（赤色ライトは点滅し続けます。またXC100Dモデ
ルは消音サインを表示します。）5分経ってもガスの危険レベルが
下がらない場合、警報音を繰り返します。

注意：停止機能はガス濃度が350ppm以下の場合にのみ機能
し、1度だけ使用することができます。

警報記憶機能
COは人間には感知できないため、外出中に故障器具が原因で
警報を作動させる場合があります。記憶機能はボタンを押すか、
作動から7日を過ぎるまで赤色ライトを点滅させます。

XC100Dモデルはボタンを押してから10秒間、記録された最高
濃度を表示します。

イベントログ
Honeywell製CO警報器は専門業者向けにダウンロード可能
なイベントログを記録します。過去7日間のCO濃度や今までの
週別最高値の記録などの情報が記載されており、詳細分析が可
能です。

状況 ライトと音 表示（XC100D） 意味
警報（赤

色）
電源（緑

色）
注意（黄

色）
換気（
青色

音

通常運転
通常運転ガス無し

毎分1回点滅

警報

* 75%
50%
25% PPM

現在のCO濃度
危険なCO状況を検知

継続的に高音4回と点滅
60分後からこのパターンを30秒ごとに繰り返す

遠隔のCOまたは
火災検知***

75%
50%
25% PPM

連携している他のCO警報器が
危険なCO濃度検知

CO検知：継続的に高音4回

火災検知：継続的に高音3回 75%
50%
25% PPM

連携している火災報知器が火
災検知

警報記憶
PPM

ユーザ外出中に危険なCO濃
度を検知し、現在危険なCOレ

ベルではない

毎分高音と点滅1回

早期検知**

* 75%
50%
25% PPM

CO濃度および警報レベ
ルを表示

危険なCO状況。
COレベルが低下しない場合、

警報作動

30秒ごとに高音と点滅1（2,または3）回、COレベルの上昇

注意

*
PPM

装置が製品寿命を超過しまし
た。交換してください

毎分高音と点滅1回

注意***

*
PPM

75%
50%
25% PPM

ワイヤレスモジュールの動作に
不具合が出ています。詳細はワ
イヤレスモジュール取扱説明書

を参照して下さい

毎分高音と点滅3回
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状況に合わせたインジゲータ
• 警報 
• 電源
• 注意
• 換気（早期検知）

テスト/停止ボタン
• 過剰警報停止
• 警報停止
• 低音量テスト

高音量警報音ア
ウトプット

XC70 全ての警報器には4つの状況インジゲータ、警報音、テスト/停止 
ボタンが搭載されています。

緑色電源ライトは装置の電源がオンになり、通常通り作動している
ことを示します。

赤の警報ライトは危険なCO濃度を検知したことを示します。

青の換気ライトは危険なCO濃度の初期段階にあることを示しま
す。

黄色の注意ライトは装置が正しく作動していないことを示します。

テスト/停止ボタンは装置の点検、警報発生時や過剰反応時に音
を消す場合に使用します

換気 – 早期検知
壊れた器具からCOが徐々に漏れ出し、危険レベルに達する場合
があります。早期検知機能を使用されている場合、警報レベルに達
していなくても初期警報を発します。早期検知機能が何度も動作
する場合は資格を持つ技術者による詳細な調査をしてください。
早期検知機能は警報レベルの25%（時間、濃度）に達すると作動し
始めます。例えば50ppmのCOが存在する場合、早期検知機能は
15～23分後に警報を作動させます。

COの危険レベルから人体を保護する目的では必須ではないので、
初期設定でこの機能は動作しません。早期検知機能を使う場合は、
設置方法のセクションに記載されている内容をご確認ください。早
期検知機能は知識のあるエンドユーザに不備のある器具の早期
発見を促すための機能です。

早期検知機能が有効になっている警報器で、COが検知された場
合、25%、50%、75%の濃度に達すると、青色の換気ライトの点滅
と高音を30秒間隔で1、２、３回繰り返します。（濃度により回数
が変化） XC100Dモデルは、警報レベルと現在のCO濃度を表示
します。

注意-製品の寿命
装置が注意モードで黄色のライトが毎分点滅し短い警報音の発
している場合、CO警報器は寿命を迎えており、交換する必要があ
ります。 （高音を3回繰り返すワイヤレスモジュール注意モードは
例外です。この場合、詳細はワイヤレスモジュール取り扱い説明
書を参照して下さい。

テスト/停止ボタンを押すと高音は24時間停止します。この24時
間タイマーを再設定するにはテスト/停止ボタンを2回押してくだ
さい。（XC100Dモデルは消音サインを表示）

注意：注意シグナルは電池切れ、電子機器の不具合、COセンサ
ーの寿命により作動します。寿命シグナルは搭載されているタ
イマーが発しており、初回起動後10年後（XC100, XC100Dモ
デル）または7年後（XC70モデル）に作動するよう設定してあり
ます。

寿命シグナルが作動する前の交換を促すために、交換日は装置
側面にも記載されています。交換日は6ヶ月の保管期間も含まれ
ています。つまりこの交換日は装置交換の最終日となります。寿
命シグナルはこれより早く動作する場合もあります。

XC100 / XC100D

表示 （XC100Dのみ）

状況に合わせたインジゲ 
ータ

• 電源
• 注意
• 換気（早期検知）

ガス検
知口

高音量警報音ア
ウトプット

警報メッセージ
• 警報モードで
のみ表示（「通常
時は表示されま
せん」）

テスト/停止ボタン
• 過剰警報停止
• 警報停止
• 低音量テスト

XC70 XC100 XC100D

一酸化炭素（CO）は人体に非常に有害な無色透明の気体です。木
材、木炭、石炭、灯油、ガソリン、天然ガス、プロパンガス、ブタン等が
不完全燃焼を起こした場合や、タバコの煙によって発生します。装
置がきちんと整備されていなかった場合や、煙道が詰まっていた場
合、また室内の換気が正しく行われない場合に、一酸化炭素濃度
は危険値を超えます。

CO中毒の危険度はその濃度（単位ppmで表される）とCOにさら
されていた時間によって異なります。

濃度 症状

~ 100 ppm 軽い頭痛、肌の紅潮（時間の制限無く）

200 – 300 ppm 頭痛（5～6時間）

400 – 600 ppm ひどい頭痛、衰弱、めまい、吐き気、嘔吐
（4～5時間）

1100 – 1500 
ppm

心拍数や呼吸数の増加、失神、昏睡状態、
断続的痙攣（4～5時間）

5000 – 10000 
ppm

脈拍低下、呼吸抑制/呼吸不全、死亡（1
～2分）

出展：Health Protection Agency Compendium of Chemical Hazards, Carbon 

Monoxide, Version 3, 2011

75%
50%
25% PPM

警報や過剰反応の停止 機器の取替え

遠隔火災報知器 他の機器による遠隔警報作動

PPM単位でのCO濃度
（XW100ワイヤレスモジュー
ルでの設定）

CO警報器

CO早期検知レベル

お問い合わせ先

*テスト/停止ボタンで停止されていない限り
**最初の電源を入れるときに使用するように設定されている場合のみ
***ワイヤレス連携プラグインモジュールがインストールされている場合のみ

ガス検
知口



検知するガス 一酸化炭素

検知技術 電気化学セル
XC70：Ecosure
XC100, XC100D：EcosureX

サードパーテ
ィ承認

EN50291-1：2010
EN50291-2：2010
BSI Kite marked KM 565387

その他コンプ
ライアンス

RoHS, REACH

自己診断 60分間隔

製品寿命＆保
証期間

XC70：7年
XC100, XC100D：10年

温度 -10℃から+45℃

湿度 25 - 95% RH（非結露）

IP等級 IP44

電源 長期使用リチウム電池、3V、製品寿命期間内密
閉 （交換の必要なし）

視覚表示 電源：緑色LED
警報：赤色LED – 大きなメッセージ
注意：黄色LED
換気：青色LED

警報音 > 90 dB @ 1 m

同梱物：

• CO警報器

• 壁面取付板

• 固定用釘

• 取扱説明書（本書）

注意：警報器は壁面取付板に接続すると電源が入ります。

警報器は壁面や天井に設置するか、棚やテーブルに置く方法で使
用できます。壁面に設置する場合は、同梱の釘に引っ掛けるか、適
切な壁面プラグやねじ（別途必要）で壁面に固定するどちらかの方
法で設置します。

取扱説明書をよく読み順序に従っても警報器が動作しない場合
は、「お問い合わせ」に記載されているお近くのカスタマーサービ
スセンターまでご連絡ください。サービスアドバイザーが迅速な
問題解決のお手伝いを致します。またはお近くの販売店にご連絡
ください。

修理や代替の返品は、問題点を記載した手紙と一緒に詰め物をし
た箱に梱包し、郵送してください。バッテリー電源の機器の場合は、
電源がオフになっていることを確認してください。

保証期間中の修理依頼には購入証明が必要です。

15. トラブルシューティングとヘルプ

10. 設置方法：警報器の取り付け

7. 製品仕様

9. 設置方法：設置してはいけない場所

17 18 19 20

21 22 23 24

25 26 27 28

29 30 31 32

理想的には、燃焼器具が設置されている部屋全てに警報器を設置
してください。またベッドルームや長時間過ごす部屋にも設置して
ください。

燃焼器具が設置されている部屋に警報器を設置する場合

• ドアや窓よりも高い位置で、天井近くに設置してください。

• 警報器を天井に設置する場合は壁から300mm以上、また壁面
に設置する場合は、天井から150mm以上離れた位置に設置して
ください。注意：不正取り外し防止タブにアクセスできることを確
認してください。

• 警報器はガス発生原因と成り得る器具の端から直線上で1m か
ら3mの位置に設置してください。

燃焼器具のない部屋に警報器を設置する場合は、居住者の呼吸エ
リアに一番近い位置に設置してください。

ワンルームやトレーラーホーム、ボートなど、寝る場所とリビングエ
リアが一緒になっている場合は、できるだけ調理器具から離れた、
寝具に近い位置に警報器を設置してください。

警告
警報器は注意書きに従い正しく設置してください。

8. 設置方法―警報器設置場所

最低30 cm以上 CO警報器

1 m～3m

最低15 cm以上 CO警報器

次の場所に警報器を設置しないでください。

• 室外、または温度が-10℃以下45℃以上になる場所

• 締め切られた空間または警報器が塞がれる可能性のある場所

• シンクの真上や調理器具付近

• ドア、窓、換気扇、空気口付近

• センサーが埃や土で覆われる可能性のある場所

• 湿度の高い場所

簡単な壁面設置方法:
1. 壁面取付板を警報器を設置したい場所に取り付けます。

2. 鉛筆で中央のキーホールに印をつけます。

3. 同梱の釘を印に合わせて打ち付けます。

不正変更防止、壁面または天井設置方法:
1. 壁面取付板を警報器を設置したい場所に取り付けます。
2. 鉛筆でねじ固定場所2ヶ所に印をつけます。
3. 5 mmの直径になるようにドリルで穴を開け、必要な壁面プラ
グを挿入します。
4. 壁面または天井に取付板をねじで固定します。

12. 早期検知機能を使う場合
危険なCO状況の初期段階を検知する早期検知機能をご使用に
なる場合は、警報器をオンにしてから30秒以内でテスト/停止ボ
タンを5回押してください。テスト/停止ボタンを押すたびに電源
ライトが点滅します。設定の変更が完了すると、青色換気ライトが
5回点滅し、高音を発します。

ライト 音 表示* 意味

警報（赤色）
電源（緑色）
注意（黄色）
換気（青色）

早期検知機能
が有効になり
ました

4秒間に5回

空欄

青色のライトが点滅せず音が鳴らなかった場合、警報器を一度外
し、再度試してください。早期検知機能を解除するには、警報器を
外し、テスト/停止ボタンを押さずに再度オンにしてください。早
期検知機能が動作しているかを確認するには、テスト/停止ボタ
ンを押してください。早期検知機能が動作している場合、緑色電
源と青色換気ライトが同時に点滅します。早期検知機能が動作し
ていない場合、緑色電源ライトのみ点滅します。

13. 警報器をオフにする
警報器は壁面取付板から取り外すことで電源をオフにすることが
できます。小さいスクリュードライバーなど適切な工具を使い、警報
器上部右端にある不正変更防止タブを押してください。警報器を
左にスライドさせ、壁面取付板から取り外してください。

11. 初めて警報器をオンにする
注意：オプションの早期検知機能をご使用になる場合は警報器
の電源がオンになってから30秒の間に次ページの操作を行っ
てください。

警報器は壁面取付板に装着すると自動でオンになります。

注意：警報器を壁面に取り付けない場合でも、壁面取付板に装
着してください。

1. 警報器を壁面取付板中央から約10mmの位置に設置して
下さい。
2. 壁面取付板に強く押し当て、警報器を右にスライドさせて下
さい。
3. 不正変更防止タブが正しい位置に固定されます。
4. 警報器の電源が入ったことを知らせるため、全てのライトが順
番に点滅し、高音を発します。
5. 緑色ライトが毎分1回点滅し、警報器が異常なく動作している
ことを知らせます。
6. テスト操作に従い、毎月1回点検してください。

警報器はヨーロッパ規格EN 50291-1「“家庭用一酸化炭素検知
用電子機器」並びにEN50291-2 「レクリエーション車両やその他
レクリエーションクラフトなどの小さい敷地向け設置型連続運転電
子機器」の基準を満たしていることがBSIにより保証されています。
また低電圧指令（LVD）と電子・電気機器における特定有害物質の
使用制限についての指令（RoHS）も遵守しています。

16. 製品の廃棄

この一酸化炭素警報器は危険なCOガスを検知した場合、警報す
るように設計されていますが、COガスを削減したり、COの発生
源を探知するものではありません。Honeywellは一酸化炭素の
調査、発生したサービスコール、その対応にかかる費用を支払う
責任を一切負いません。

17. 免責事項
14. 適合性

Honeywellは、本マニュアルで設定されている仕様に従い、
エンドユーザ購入日から7年間（XC70モデル）または10年間

（XC100、XC100D models）、または機器の側面に記載され
ている有効期限のどちらか早い期限までご購入いただいたCO
機器を保証します。

保障期間中、CO警報器に何らかの不備があった場合、当社は独
自の判断で修理または同一もしくは同様製品に代替致します。

不当使用、怠慢、不適切な保管、本マニュアルに記載されている
使用方法に従わない使用や整備不良、製品の不正改竄や分解に
よる製品の故障においては、当社は修理また代替の義務や責任
は一切負いません。

この保証は、法律で定められている全ての保証を除く代わりとな
るもので、法律で許可されている範囲内で、当社の賠償責任の上
限は製品の値段とします。

如何なる場合であっても、a） 直接的、間接的、偶発的、派生的損
害、b） 業務中断による損害、c） 収益の損失、d） 売上の損失、e） 
資産、資源利用の損失、f） 予測される貯蓄の損失やデータ損失
に関して、当社は責任を一切負いません。

18. 保証

6. 警報器の点検4. CO警報器操作方法-続き

低濃度監視モード
通常CO警報器は、43ppm以上の濃度のガスが一定時間室
内に充満すると作動します。また計測目的で低濃度監視モー
ドに一時的に設定することも可能です。このモードに設定する
と、10ppm以上のCO濃度が検知されると警報が直ちに作動
します。

低濃度監視モードに設定するには、テストボタンを18秒間長押し
してください。（この時、低濃度と通常のテストが作動します。）18
秒後、緑色と青色ライトが点滅し、短い高音を発しますので、そこ
でボタンから手を離してください。低濃度監視モードでは、緑色ラ
イトが4秒ごとに点滅し、60分間作動します。

10ppm以上のCO濃度に達した場合、青色の換気ライトが点
滅します。 XC100Dモデルは、その瞬間のCO濃度レベルも表
示します。

低濃度監視モードは60分後に自動で終了します。またはボタン
を押すことでいつでも終了できます。

警報レベル

PPM 通常時 早期検
知

低濃度監視モ
ード

≥ 10 - -

直ちに作動
≥ 43 ~ 75分 ~19分
≥100 ~25分 ~ 6分
≥ 300 ~90秒 ~ 23秒

サイズ 100 mm x 72 mm x 36 mm

重量 133 g

設置方法 据え置き、壁面天井取り付け

使用期間を過ぎた製品を廃棄する場合は、お住まいの地
域のルールに従って廃棄してください。電子機器廃棄物
に指定され、電池を搭載しているため、家庭ごみとは別
に廃棄する必要があります。

点検/計測モード概要：
ボタンを
押す時間

1 秒 2 秒 3 秒 4 秒 5 秒 6秒 7秒 8秒 9秒 10
秒

11
秒

12
秒

13
秒

14
秒

15
秒

16
秒

17
秒

18秒以上

ユニット
　モード

緑色点滅
+ 高音

黄色点滅
+ 高音

青色点滅
+ 高音

低音量での警報パタ
ーン

一時停止 高音量での警報パタ
ーン

一時停止 低レベル監視モー
ド開始：
緑色点滅

+ 青色点滅
＋高音

ボタンを離しても完了 ボタンを離すとすぐに通常モードに戻る ボタンを離して
も可

簡単設置用吊下式キ
ーホール

オン/オフ切替スイッチ、壁面取付板
に取り付けると動作する

壁取付ねじ穴

CO警報器

CO警報器は、定期的に外側のケースをティッシュ等で掃除する以
外に、整備の必要はありません。ただし表面にある穴が埃や土など
で覆われていないことを確認してください。家庭内にある物質が
CO警報器の感度に影響を及ばすことがあります。家庭用洗剤、研
磨剤、香水、エアゾールスプレーは使用しないで下さい。また警報
器を除光液やペンキ、接着剤で覆わないで下さい。

5. 使用上の注意

ライト 音 表示* 意味

警報（赤色）
電源（緑色）
注意（黄色）
換気（青色）

75%
50%
25% PPM

全てのライト
と音が正常に
作動

全てのライトが点滅し、高音
全てのアイコ
ンを表示

*XC100Dモデルのみ

ライト 音 表示* 意味

/

/

警報（赤色）
電源（緑色）
注意（黄色）
換気（青色）

PPM

緑色電源ライ
ト点滅=低濃
度監視モード
作動中
青色換気ライ
ト点滅=CO
検知4秒ごとに緑色/青色ライトが

点滅 
10ppm以上のCO濃度で短
い高音

現在のCO
濃度

*XC100Dモデルのみ

自動自己診断テスト
CO警報器には60分間隔で自動自己診断テストを実施する機能が
搭載されています。

月次点検
CO警報器は表示や警報音が正しく動作するかの確認のために、
毎月1回点検してください。

テストボタンを1秒間押すと、点検を開始します。全てのボタン（緑、
黄、青、赤）やメッセージが表示され、低音量の警報音を発します。
必要であれば、テストボタンを10秒間長押しし、通常の85dBの音
量で点検することも可能です。


